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Correlations between parents’ understanding of their children and the interpretation of children’s 
behaviors based on parents’ mental representations, as well as the effect of these representations on 
parents’ contingent imitation during imitation that was mediated by mutual interactions were 
investigated. Participants were 64 pairs of 3-month and 9-month-old infants and their parents. 
Definitions of the situations and how parents facilitated children’s participation in the context of 
“imitating-being imitated” were examined through the reproduction of parents’ contingent imitation, 
based on the type of Working Model of the Child Interview. Results, secure-type parents perceived 
behaviors often observed in 3 and 9-month-old children as symbolic behaviors of the child and 
considered them as interactive behaviors with the child that resulted in representations of the child that 
were originally developed by the parents. Moreover, each type of imitation occurred significantly 
more often in 3 and 9-month-old children and secure-type parents (p<.05). Furthermore, the 
relationship between “imitating-being imitated” children and secure-type parents indicated that both 
children and parents “presupposing indices” and “creative indices” in attached to the context with the 
child, were observed most often (p<.01). 

 

1.問題と目的 
従来， 模倣を社会的な学習としてとらえる立場に

おいて，子どもは模倣を介したやりとりを行ってい

る養育者のことばやその行為の意図や目的を理解し

た上で，やりとりを成立させると考えられている

(Tomasello, 1996/2006)。これら一連の研究では，あ

る年齢に達すると自己や他者への気づきや他者の行

為の意図を獲得し，生得的なメカニズムに従うとい

う普遍的なプロセスが想定されてきた。 

自己や他者への気づきや理解の定型発達における

発達起源の研究は，自己や他者の認知を含めた社会

性の発達に困難を示す自閉症児の研究において数多

く報告されてきた(Osterling & Dawson, 1994; Maestro 

et al., 1999; Werner et al., 2000; Zwaigenbaum et al.,  

2005)。古典的には，1972 年の DeMyer et al., による

自閉症者を対象とした模倣研究により，自閉症の特

性や神経心理学的障害の仮説が報告された。また自

閉症における模倣障害が自他の表象の困難さや共同

注意，さらに言語・心的理解の障害といった社会的

関係の発達の問題につながることが報告された。そ

して，自閉症児の模倣表出が困難であることの要因

として，発達早期において，自己と他者の同型的な
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理解がされにくい可能性が指摘されている(Rogers 

& Pennington, 1991)。またその後，この問題に関して

の神経学的研究でも，他者の動作を観察するだけで

活動する脳のミラーニューロンシステムの機能不全

等が報告されており(Williams et al., 2000)，他の研究

報告と同様に，社会的相互交渉や社会的関係の構築

の難しさが示唆されている。しかしながら，これら

自閉症児の模倣研究は，実験者の行為を呈示され，

それを被験児に模倣してもらう研究であり，自己と

他者との相互作用といった要因は組み込まれていな

い。 

 このような自閉症児の模倣研究の一方で，社会的

相互作用の要因を組み込んだ自閉症児の模倣研究が

いくつか報告されている。それらによると，自閉症

児が自分の行為を他者から模倣された場合，模倣を

する他者を選好し，自発的な模倣を表出したことが

示され(Dawson & Adams, 1984; Nadel, 2002, 2006)，他

者への反応が弱いとされる自閉症児が他者の行為の

模倣表出といった社会的な反応が促されたことから，

自閉症児の社会性が全般的に障害されていないこと

も示された(Dawon & Adams, 1984; Nadel, 2002)。こ

のような他者との社会的な相互のやりとりが成立す

るためには，他者の行為模倣の表出と同時に，自己

が他者から模倣されている，すなわち「逆模倣(being 

imtated)」に気づく必要がある。 

他者から模倣される「逆模倣」場面では，自分自

身の行動と他者の行動が対応していることを明らか

に示すものであり(Metzoff, 2005)，模倣されることへ

の選好が自己に類似した他者への認識の証左として

考えられている。そして，自己が他者から模倣され

ている気づきや理解は，その後の社会的関係の構築

の発達基盤となるとも考えられ，近年，自閉症児の

療育において，他者から自己と同じような発声や行

為で逆模倣される経験と逆模倣への気づきが自閉症

児と他者の日常のコミュニケーションに影響を与え，

社会的関係を築く 1 つの手段とも考えられている

(Escalona et al., 2002)。 

このように，ヒトへの関心が全般的に弱いとされ

る自閉症児においては，その特性から自己と他者の

理解がされにくいとされてきたが，逆模倣への反応

から一定の自己と他者の理解が獲得される可能性が

推測されている。そして，これら自閉症児の模倣研

究の報告は，自己と他者の類似性の理解が他者との

社会的関係の発達基盤として模倣と関連が深いこと

を示している。このような模倣を介した他者との相

互作用を通した自己や他者への気づきや理解の過程

は，特に定型発達児における発達初期の他者との社

会関係を築く上でのきっかけを得る証左の一つとな

る重要な知見であることが考えられる。 

そこで本研究では，定型発達児の乳児期に焦点を

当て，乳児期における養育者と子どもが，模倣を介

して，両者がそれぞれどのように影響し合い，社会

的な関係を構築していくのか検討を試みる。 

特に近年，発達初期においては，子どもの発声や

行為の特徴，気質など子どもに関する養育者の主観

的な経験や知覚は，養育者の子どもに対する情動的， 

認知的，行動的な反応を方向づけると考えられてい

る(Benoit, Zeanah, Parker & Nicholson, Coolbear, 1997)。

また，そこで形成された養育者の持つ子どもの表象

は，子どもとのやりとりに大きく影響を与えるとさ

れている(George & Solomon, 1996)。 

また，相互交渉過程が形成される 1 つの条件とし

て Wertsch(1984)は，発達早期の子どもを養育者との

コミュニケーション場面に参加させるために，養育

者が子どもの状況定義(situation definition)を用いる

と主張している。状況定義とは，場面や文脈がその

活動内でやりとりを行う人によって，ことばや行為

を操作する人に表象されている状態である(Wertsch, 

1984)。Wertsch らは，2 歳の男児とその母親がパズ

ル課題の実験において，母子の以下のような状況定

義が観察されたことを述べている。それによると，

トラックのパズルを母子で行っている中で，男児が

トラックの窓ピースに取り組む際に，窓ピースを「こ

れ」と表出したのに対し，母親は「窓」と教えたと

ころ，男児は部屋の窓を指さし，母親の示したパズ

ルのトラックの「窓」を否定した。母親は，トラッ

クの窓を男児にはめさせようと，パズルの窓ピース

を男児の表出した「これ」に訂正したところ，男児

は「これ」のピースをはめ込みトラックの窓を完成

した。このように子どもがすでにもっている身振り

やことばを大人が用いることにより，子どもの課題

遂行場面への参加が促進された。本研究では，子ど
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もの行為に対する養育者の逆模倣の様相を明らかに

するため，発達早期にある子どもの行為や発声をど

のように子どもとの状況定義として結びつけ，子ど

もを文脈に参加させていくのか，子どもの行為に対

する養育者の逆模倣と子どもの模倣行為「模倣する

－模倣される」関係性の構築過程を通して検討する。

このためには，養育者が子どもの行為や場面をどの

ようにとらえているのかを表す指標が必要である。 

Silverstein(1976, 1985, 2003)によれば，指標性

(indexicality)とは，「ある物事が文脈内に存在するこ

とを意味する記号の特性である」と述べ，その指標

として以下のように分類している。両者の文脈の中

で一般の意味とは異なる形式で理解される指標とし

て，両者の文脈で明示され「あれ」「これ」「それ」

などと特定されることを前提として，両者の文脈の

中で成立する1)前提的指標(Presupposing Indexicality;  

以下，本研究では，養育者と乳児の模倣を介したや

りとり項目として，この指標に準拠し前提的やりと

りと呼称する)，また社会的認知に基づく関係や，意

図を取り入れ，相手をやりとりの参加へ促すことか

ら，社会的関係を構築する，あるいは新たに変化を

作り出す機能を持つとされている 2)創造的指標性

(Creative Indexicality; 以下，創造的やりとりと称す

る)，さらに，やりとりの中で，自分自身のアイデン

ティティをことばとして盛り込み，相手の視点に立

つというより，相手に自分が仲間であるという意識

を与える指標としての 3)指標的階層 (Indexical 

orders; 階層的やりとりと称する)に分類している。  

また，行為指示において指示側に利益があり，指

示される側は選択権がない場合を 4)行為指示(命令

的指標; directives; 命令的やりとりと称する)表現と

よぶが， 命令を明示する形式が必ず侵害的な形式に

なるとは限らないとしている(Ervin-Tripp, 1976; 仁

田, 1999; 宮崎・安達・野田・高梨, 2002)。また，や

りとりの中では拒否や沈黙といった特徴的な要素を

含むものもある。これを 5)選好されていない応答

(dispreferred; Pomerantz, 1984, Sacks, 1987)とよび，や

りとりの構成に連鎖する行為としてあげられている。 

本研究では，この 5 つの分類を用い，両者の「模

倣する－模倣される」の構築過程が子どもの行為に

関する養育者の情報の読みとりや解釈，フィードバ

ックの観察可能な過程であると考え，それぞれの養

育者の行為や発話を分析する(Dawson & Adams, 

1984; Tigerman & Primavera, 1981, 1984; Field et al.,  

2001; Heimann, Laberg & Norden, 2006)。これらの先

行研究を踏まえ，行為の意図や目的の獲得以前から

生じる発達早期の子どもに対し，養育者の逆模倣か

ら生じる「模倣する－模倣される」相互作用の関係

を通して，子どもが自己や他者に気づく模倣の発達

プロセスとして実証的に明らかにしたい。 

以上を踏まえて，本研究では，以下の 2 つの仮説

について検討する。 

1)発達早期から養育者のもつ子どもの表象が，子ど

もの発声や行為を社会的な行為でとらえ，逆模倣

の生起に影響している 

2)子どもの意図をよみ，子どもに添った養育者の逆

模倣は，模倣を介した社会的相互作用を促進する 

 

2.方法 
研究協力(対象)児・者 

東京都内の某父親・母親学級の参加者に本研究の参

加を呼びかけ，64 組に生後 14 日から 12 ヵ月の間，

協力してもらった。そのうち，ビデオ録画の協力了

承を得ている親子に書面送付で調査への協力を依頼

し，承諾を得た親子に乳児健診にてインタビュー調

査およびビデオ録画の両方を実施した。対象となっ

たのは，36 組の第一子の乳児(男児 17 名，女児 19

名)とその養育者(主な養育者が父・母が含まれるた

め, 以下養育者と呼称する。母親 32 名，父親 4 名(平

均年齢 31.2 歳)の協力を得た。 

2.1 データ収集方法 

1)養育者の子どもに関する表象 養育者へのインタ

ビュー調査については，生後 3 ヵ月と 9 ヵ月の乳児

健診時に来所を要請し，調査を実施した( 36 組の乳

児とその養育者)。 

具体的には，養育者の子どもに関する心的表象を

評定するツールとして「Working Model of the Child 

Interview: WMCI(Zeanah & Benoit, 1995)」を用いた。

Working Model of the Child Interview (以下，WMCI と

略す)とは，0～5歳児の子どもを持つ養育者に対し，

子どもの性格や個性，子どもの扱いにくい行動，子

どもとの関係性，子どもの将来等について養育者の
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主観的な認知や表象を評定するための約 60 分間程

度の半構造化面接である。 

評定システムは，以下の下位スケールに関して 5

段階で評定を行った。 

①知覚の豊かさ：子どもや子どもとの関係性に関す

る描写の豊かさの程度， 

②変化への開放性：子どもに関する新しい情報を適

用できる表象の柔軟性の程度， 

③関与の強さ：子どもへの情緒的関与や心理的な関

心の度合いの程度， 

④一貫性：子どもに関する描写や感情の全体的な 

一貫性の程度， 

⑤養育の敏感性：子どもの欲求や情動状態に関する

適切な認識や応答の程度， 

⑥受容：子どもや子どもの養育に関する挑戦や責任

の受容の程度， 

⑦子どもに対する困難さ：子どもを世話することや

子どもとの関係性を築くことへの困難の程度， 

⑧安全への恐れ：子どもを失うことへの非合理的な

恐れ，  

⑨情緒的トーン：表象の主要な情緒である喜び, 怒

り，不安，無関心等の強さの程度， 

これらの下位スケールの評定に基づいて，最終的

に養育者へのインタビューの反応は Zeanah et 

al.,(1996)に基づき，以下の 3 つのタイプに分類した。 

1.Balanced：安定型の表象(子どもの描写が豊か，柔

軟で一貫性がある表象タイプ) 

2.Disengaged：非関与型の表象(主に子どもへの情緒

的関与の欠如により特徴づけられる表象タイプ) 

3.Distorted：歪曲型の表象(子どもへの関与は認めら

れるものの表象内に，ある種のゆがみや偏りがみと

められる表象タイプ)  

2)WMCI タイプ別「模倣する‐模倣される」やりと

り生起数 本研究では，各タイプの両者の関係性の

構築過程で，影響を受けると考えられる子どもの行

為に対する養育者の逆模倣の開始とその生起数をと

らえることを目的とした。ここでは，インタビュー

調査の承諾を得て，表象の分類を行った養育者とそ

の子ども 36 組の乳児(男児 17 名，女児 19 名，養育

者 (母親 32 名，父親 4 名：平均年齢 31.2 歳)のビデ

オ録画のうち，生後 3 ヵ月と 9 ヵ月時点のビデオ録

画を対象に分析を行った。具体的には生後 3 ヵ月お

よび 9 ヵ月の時点で各 2 回(月の前半・後半)の計 4

回のビデオ録画について両者の初発の模倣のやりと

りを分析対象とし，養育者の逆模倣開始の 1 分前か

らのやりとりをデータに用いた。「(子どもの行為)- 

養育者が逆模倣する(A)－子どもが模倣する(B)－ 

養育者が逆模倣する(A’)」のやりとりを養育者の逆

模倣から開始として，(A)－(B)－(A’)を 1 単位として

1 回とする「模倣する－模倣される」生起数を検討

した。 

ビデオ録画については，他の養育者または家族に

撮影を依頼し，原則として両者のやりとりや子ども

に介入しないよう撮影をお願いした。撮影は，子ど

もの機嫌のよいときに 20 分間の日常場面のやりと

りを録画してもらい，養育者および子どもの上半身

が必ず入るように位置を確認してもらった。また自

宅にある両者になじみのある玩具があれば出しても

らった(主に各家庭で共通した玩具は，ガラガラやボ

ール，紐やレバー操作の玩具であった)。 

3)WMCI タイプ別状況定義 本研究では，子どもの

行為に対する養育者の逆模倣の様相，すなわち発達

早期にある子どもの行為や発声をどのように子ども

との状況定義として結びつけ，子どもを文脈に参加

させていくのかを，子どもの行為に対する養育者の

逆模倣と子どもの模倣行為「模倣する－模倣される」

の構築過程を通して検討するため，前述の

Silverstein(1976, 1985, 2003) の 指 標 性 (index) と

Ervin-Tripp(1976)に準拠し，以下の 5 つの分類を試み

た(Table 1)。 

1)前提的やりとり 

2)創造的やりとり 

3)階層的やりとり  

4)命令的やりとり 

5)選好されていない応答 

本研究のビデオ記録のデータは，筆者と評定 1 名

(発達臨床の専門家)がそれぞれ分析を行った。  

この時，評定者には研究の目的は伝えず，筆者と

は独立に評定した。 

評定の一致率を調べるために κ 係数を求めたとこ

ろ，3 ヵ月齢では .78，9 ヵ月齢では.81 であった。

分析の際に 2 名の評定者で不一致があった箇所につ
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いては協議を行い，同意の上に評定を行った。また，

本 研 究 で 得 ら れ た デ ー タ は ， Js‐STAR と

SPSS(Version26) を使用して統計処理を行った。 

 

Table 1  養育者の逆模倣に付随する行動カテゴリーとその定義および具体例

カテゴリー 定義と具体例

1)前提的やりとり

文脈に存在する特定の子どもの行為や発声に対し, 養育者の文脈が前提となって意味づけが
具体的でない「あれ」「これ」「それ」あるいは, 子どもの発声をそのまま前提化するやりとり。
e.g.1)子ども：「あーあー」　養育者：「これ、これね」「あーあー」
e.g.2)子ども：手足をバタバタさせる　養育者：「〇〇ちゃんのそれだ」と手足を　　バタバタさせる

5)選好されていない応答

2)創造的やりとり

文脈に存在する特定に子どもの行為や発声に対し, 実際に使用される言語形式によって, 文脈
の中で子どもの視点に立ち, 両者独自のものとして新たな意味を作り出す,子どもの意味づけや
方向づけがなされているやりとり。
e.g.1)子ども：「あーあー」　　養育者：「あーあー、おはようって」
e.g.2)子ども：手足をバタバタさせる　　養育者：「〇〇ちゃん、泳いでるの」

3)階層的やりとり

文脈に存在する特定の子どもの行為や発声に対して, 意識的に親密さや仲間意識を出そうと意
図して相手に合わせようとするが, 子どもの視点に立ったものではない養育者自身のことを盛り
込んだやりとり。
e.g.1)子ども：「あーあー」　養育者：「ママもあーあーだ」
e.g.2)子ども：手足をバタバタさせる　養育者：「見て、ママもやりたいよ」と手足をバタバタさせる

文脈に存在する子どもの行為や発声に対して, 指示をする。非対象関係における直接的な「命
令」とし, 養育者の明らかな行為選択権と利益が含まれる表現。
e.g.1)子ども：「あーあー」　養育者：「あーあーじゃなくて、マーマー」
e.g.2)子ども：手足をバタバタさせる　養育者：「せーの」と呼びかけ手足をバタバタさせる

4)命令的やりとり

文脈に存在する子どもの行為や発声に対し, 応答なし(沈黙・無視)や拒否,問題提示を行う。
e.g.1)子ども：「あーあー」 　　養育者：「(沈黙)・・・」「あーあーって何？」
e.g.2)子ども：手足をバタバタさせる　養育者：「あー、埃立つでしょ」

 

倫理的配慮 

なお，本研究の実施にあたっては，練馬区保健所

健康推進課母子保健の承認を得て実施された。 

調査に先立ち，研究協力者に対して，以下の内容を

文書と口頭で説明した。1)調査への参加は自由であ

り，不参加や参加中断の場合には不利益を被ること

がないこと，2)質問紙回答やインタビュー調査にお

いて，回答したくない質問には無理に回答する必要

がないこと，3)インタビュー調査は長時間要するこ

とから，気分や体調が悪い場合はいつでも中断でき

ることを説明し，同意書の署名をもって研究協力の

同意とした。 

 

3.結果 
3.1 養育者の子どもに関する表象 

(WMCI タイプの割合と月齢間比較) 

Table2 は，月齢と WMCI タイプの人数を集計したも

のである。2(月齢)×3(WMCI タイプ)の χ2 検定を行っ

たところ，人数の偏りは有意傾向であった(χ2(2) 

N=5.25, p<.10)。そこでどのセルがこの有意傾向に貢 

 

献したのか検討するため，残差分析を行った結果， 

Table2 にみられるように，3 ヵ月齢において「非関

与型」が多く，9 ヵ月齢では少なくなっていること

が示された。このことから，乳児期初期に WMCI

のタイプが「非関与型」であった養育者が，月齢が

上がる過程において他の WMCI タイプに移行して

いたことが明らかとなった。 

 

Table 2  WMCI タイプの割合と月齢間比較 

安定型 非関与型 歪曲型

3ヵ月 度数 21 12 3 36

％ 58.33 33.33 8.33 100.0

期待度数 24.00  8.00 4.00 36

調整済み残差 -1.50    2.27* -0.75

9ヵ月 度数 27 4 5 36

％ 75.00 11.11 13.89 100.0

期待度数 24.00 8.00 4.00 36

調整済み残差   1.50 -2.27*  0.75

度数 48 16 8 72

％ 66.7 22.2 11.1 100.0

合計

合計

月齢
WMCIタイプ

 

*p<.05 
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3.2 養育者と子どもの模倣のやりとり生起 

次に，発達早期から養育者のもつ子どもの表象が，

子どもの発声や行為を社会的な行為でとらえ，逆模

倣の生起に影響している，という仮説を検証するた

め，独立変数に月齢(3ヵ月，9ヵ月)， 養育者のWMCI

タイプ(安定型，非関与型，歪曲型)を設定し，従属

変数には反復測定した模倣のやりとり状況(前提的

やりとり，創造的やりとり，階層的やりとり，命令

的やりとり，選好されていない)を設定し，2×3 の一

般 化 多 変 量 分 散 分 析 (GMANOVA:General 

Multivariate Analysis of Variance)を行った。最初に，

月齢と WMCI タイプの影響について分析した(Table 

3)。その結果，Wilks の λ に基づく WMCI タイプの

主効果のみに有意差がみとめられた(p <.01)。 

 このように，WMCI タイプによる模倣のやりとり

状況に対する影響が存在することがみとめられた。 

 

Table 3  WMCI タイプ模倣やりとり生起数平均(SD) 

安定型 非関与型 歪曲型 安定型 非関与型 歪曲型

前提的やりとり 2.14(2.41) 0.00(0.00) 0.00(0.00) 0.76(1.65) 0.50(0.34) 0.00(0.00)

創造的やりとり 0.84(1.55) 0.28(0.09) 0.00(0.00) 3.06(2.61) 0.00(0.00) 0.13(0.29)

階層的やりとり 0.19(0.87) 0.27(0.95) 0.11(0.19) 0.64(1.62) 0.25(0.50) 0.40(0.28)

命令的やりとり 0.44(1.35) 0.83(0.25) 0.29(0.27) 0.24(0.12) 0.00(0.00) 0.00(0.00)

選好されていない応答 0.03(0.09) 0.05(0.12) 0.00(0.00) 0.01(0.06) 0.00(0.00) 0.00(0.00)

3ヵ月 9ヵ月
やりとり状況

月齢

WMCIタイプ

 

 

Table 4  WMCI タイプと模倣やりとり状況への影響 

多変量効果 λ F df p η 2

月齢 .930 1.183 2.00 .327 .070

WMCタイプ .642 9.183 4.00 .000 .358

月齢×WMCIタイプ .928 1.221 4.00 .311 .072  

 

次に子どもの意図をよみ，子どもに添った養育者の

逆模倣は，模倣を介した社会的相互作用の構築を促

進する，という仮説について検討を行った。 

ここでは，WMCI タイプの 5 つの従属変数に対し

て主効果がみとめられたため，各従属変数に対する

WMCI タイプの影響について検定を行った。その結

果「前提的やりとり」(F(2, 69)=4.326, p <.01, η2
p=.111)，

「創造的やりとり」(F(2,69)=8.127, p<.01, η2
p=.191)

において有意であった。 

2 つの模倣のやりとり状況に対する WMCI タイプ

の影響がみとめられたため次に，WMCI タイプ間の

多重比較を行った。その結果，「前提的やりとり」に

おいて「安定型」と「非関与型」間の模倣の生起数

に有意な差がみとめられた(p <.05)。 

また「創造的やりとり」では，「安定型」と「非関 

与型」および「歪曲型」との間において，模倣の生

起数に有意な差がみとめられた(p <.05)。これらの結

果から，養育者の「安定型」において，「前提的やり

とり」「創造的やりとり」を用い，両者の模倣のやり

とり生起数が多いことが明らかとなった。 

 

4.考察 
本研究の第一の目的，は仮説 1)の発達早期から養

育者のもつ子どもの表象が，子どもの発声や行為を

社会的な行為でとらえ，逆模倣の生起に影響してい

る，という仮説を検証することであった。まず，本

研究の 5 つの模倣のやりとり状況(前提的やりとり，

創造的やりとり，階層的やりとり，命令的やりとり，

選好されていない応答)の模倣生起数を対象に，一般

化多変量分散分析 (GMANOVA)を行った結果，

WMCIタイプの主効果が有意であった。このことは，

子どもの月齢によらず，発達初期から養育者の

WMCI タイプによって，逆模倣の生起に影響を与え

ることが推測された。実際， WMCI タイプによっ

て模倣のやりとり状況が異なっており，特に「安定

型」タイプでは，3 ヵ月齢において，子ども自身の

行為として，「あれ」「これ」「それ」と共有する「前

提的やりとり」や子どもの行動特徴として子どもの

心的状態を意味づけする「創造的やりとり」を多く

用いていることが明らかとなった。また，子どもの

行為や発声に関心がなく拒否的な「非関与型」タイ

プや子どもに過剰な情動表出や一方的な要求をする

「歪曲型」タイプでは，子どもが選好を示さない働

きかけとして，逆模倣の機能を含んでいないことが

推測された。この点に関しては，多くの自閉症児の

模倣研究報告とも一致しており，自分と類似性のな

い他者の行為の場合や模倣されずに指示するのみの

実験者に対して，自閉症児の選好や自発的な模倣の

表出はみとめられていない(Green et al., 2002; Brown 

& Whiten, 2000)。 
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また，本研究の第二の目的は，仮説 2)の子どもの

意図をよみ，子どもに添った養育者の逆模倣は，模

倣を介した社会的相互作用を促進する，について検

討することであった。本研究での 5 つの従属変数を

対象に GMANOVA を行った結果(Table 4)，月齢での

主効果はみとめられず，時系列的な変化ではないこ

とが示された。本研究では，「安定型」の養育者が 3

ヵ月齢から「前提的やりとり」「創造的やりとり」の

逆模倣を用いて，子どもとの模倣のやりとり場面を

生起させている。この模倣の相互的な場面では，子

どもが養育者を「自分のような(like me)」(Meltzoff & 

Gopnik, 1993; Meltzoff, Gopnik & Repacholi, 1999) ，

すなわち，他者の発声や行為が自己の発声や行為と

対応するものであるととらえ反応したものであると

推測できる。特に近年，生得的にヒトは「自己と他

者が似ている」という能力を備えている(Decety & 

Chaminade, 2003)とする報告もあり，本研究において

も，養育者の逆模倣に対して自己を同期させようと

する反応がみられた。したがって，子どもの意図を

よみ，子どもに添った養育者の逆模倣は，発達初期

から子どもとの相互的な関係を促し，維持する要素

をもつものと考えられた。 

しかしながら，なぜ子どもが発達初期から養育者

の逆模倣の働きかけを自己と同期する刺激としてと

らえるのか，なぜ他の非社会的刺激よりも優先して

選好するのか，検証していく必要がある。また，こ

の点から，逆模倣を始発する「安定型」タイプでは，

相互交渉の開始以前から子どもの行為を社会的なも

のと考えていることが推測された。このように子ど

もの行為を社会的刺激としてとらえる場合，逆模倣

が表出しやすくなるという傾向は，逆模倣の生起が

少ない「非関与型」や「歪曲型」タイプのたとえば，

子どもが手足をバタバタと動かした場合，「安定型」

では「うれしいね」等，社会的な刺激としてとらえ

るが，「非関与型」「歪曲型」では，手足をバタバタ

させる動きに社会的な刺激として「気づく」「注意を

向ける」ことが弱いという，社会的な定位反応の弱

さも逆模倣の生起が少ない 1 つの要因として影響し

ている可能性があることを示唆している。 

さらに，養育者の逆模倣の関りと模倣の生起数の

平均から(Table 3)，「安定型」の養育者は 3 ヵ月齢の

子どもに対し「前提的やりとり」の逆模倣を用いて

おり，この場合，他の逆模倣の関わりより多く模倣

のやりとりが生起していた。この結果から，3 ヵ月

齢の「前提的やりとり」を多く用いる相互的な関係

の特徴として，「あれ」「これ」「それ」という 1 つの

行為に注目を促すような逆模倣が再現されたことで，

視覚的な身体の類似および聴覚的な発声の類似とい

った要素が焦点づけされ，相互的に共有されていた

ことが考えられた。 

また，「安定型」の養育者は，9 ヵ月齢において，

子どもに対し「創造的やりとり」の逆模倣を用い，

他の逆模倣の関わりより，多く模倣のやりとりが生

起していた。この結果から，9 ヵ月齢の「創造的や

りとり」を用いる養育者の特徴として，養育者が単

に子どもの身体的，発声的な類似性だけに注目させ

るのではなく，子どもの心的状態を推測し，心的な

意味づけも含めて逆模倣を再現していると考えられ

る。このことから，両者の模倣の相互的な関係性の

構築過程には，養育者の逆模倣を発端とした自己と

他者の類似性の気づきや心的な意味が含まれ，後続

する自他の心的な理解や社会的認知の発達へと影響

していく可能性が推測された。 

また，養育者の子どもに関する表象については，

WMCIタイプ人数割合に時系列的な変化がみとめら

れ(Table 2)，特に 3 ヵ月齢期に「非関与型」に属し

ていた養育者が，9 ヵ月齢期では減少し，「安定型」

への移行を示していた。これは出産後，3 ヵ月とい

う養育者が第一子として受け入れ，子育てをスター

トさせて間もない時期でもあり，養育者の不安は高

く，子どもの要求や情動表出に対して，困惑や拒否

等を示していたものと考えられる。この期間を経て，

数ヵ月の間に養育者が子どもとの模倣の相互関係で

様々な対応を学習していることが推測された。この

結果から，養育者の逆模倣のみならず，子どもとの

発声や身体の同期的な経験が養育者の不安を軽減し，

子どもに対する養育者の認知的側面に対しても影響

を持つことが示唆された。 

今後の課題 

本研究では，発達早期における養育者と子どもの

模倣を介した相互作用過程から，養育者の逆模倣生

成の特徴と相互的な関係性の構築過程を検討した。
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ここでは，「安定型」の養育者の逆模倣の関りが，子

どもの模倣を表出させる社会的な刺激としての機能

を含み，また子どもの意図をよみ，子どもに添った

逆模倣の関りが子どもとの相互的な模倣のやりとり

を促し，維持させる機能を持つことが示唆された。

さらに，その後の過程で，逆模倣に子どもの心的な

意味づけが含まれることから，今後，このような早

期の段階でみとめられる養育者と子どもの模倣の相

互的な関係性が，どのように両者間で影響し，社会

的認知の発達や自己と他者の理解が得られていくの

か，検討していく必要があると考える。したがって，

このような問題と並行して，模倣を研究するにあた

っては，養育者をはじめとする他者との相互的な関

係を発達に関わる要因として含め，両者の模倣を介

した関係性の過程をさらに実証的に検討し，発達的

な影響や効果的な介入について検討していくことが

必要であると考える。 
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